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１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（女川原子力発

電所２号炉工事計画）（１５７） 

２．日 時：令和３年６月１７日 １３時３０分～１８時２０分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階Ａ会議室（一部ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者：（※ ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

止野上席安全審査官※、植木主任安全審査官、片桐主任安全審査官、 

皆川主任安全審査官、服部安全審査専門職、山浦技術参与 

技術基盤グループ 地震・津波研究部門 

堀野技術参与 

 

東北電力株式会社： 

原子力本部 原子力部 課長、他１名 

原子力本部 原子力部 部長、他１５名※ 

 

５．要 旨 

（１）東北電力株式会社から、女川原子力発電所２号炉の工事計画補正申請の

うち、「制御棒挿入性試験」、「サプレッションチェンバの耐震評価」、

「溢水防護施設の耐震評価」等について、提出資料に基づき説明があっ

た。 

 

（２）これに対し、原子力規制庁は以下の点について指摘等を行うとともに、

今後、説明内容について引き続き確認することとした。 

 

＜制御棒挿入性試験＞ 

○ 制御棒の挿入性評価に対する水平２方向の影響評価に用いている組合

せ係数法について、これまでの適用実績等も踏まえ、当該影響評価への

適用性を整理して説明すること。 

 

＜発電用原子炉施設の溢水防護に関する補足説明資料＞ 

○ 復水器水室出入口弁への地震時復水器の影響について、復水器細管軸方

向の評価のみでよいとする考え方を整理して説明すること。 

○ 復水器耐震基礎評価における基礎ボルトのコーン状破壊評価について、

有効投影面積の与え方及び評価の妥当性について説明すること。 

○ 復水器本体移動による接触影響の評価における３次元ＦＥＭ解析につ
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いて、解析条件の詳細とその妥当性を整理して説明すること。 

 

（３）東北電力株式会社から、（２）について了解した旨の回答があった。 

 

なお、本面談については、事業者から対面での面談開催の希望があったため、

「緊急事態宣言を踏まえた原子力規制委員会の対応の変更について」（令和３年

４月２８日 第６回原子力規制委員会配付資料３）を踏まえ、一部対面で実施し

た。 

 

６．その他 

提出資料： 

（１－１）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（耐震評価：サプレッシ

ョンチェンバ）（Ｏ２－他－Ｆ－０１－００３６＿改８） 

（１－２）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（耐震評価：制御棒挿入

性試験）（Ｏ２－他－Ｆ－１９－００１５＿改４） 

（１－３）補足－６００－１１ サプレッションチェンバの耐震評価における

内部水質量の考え方の変更等についての補足説明資料（Ｏ２－補－Ｅ－

１９－０６００－１１＿改８）（令和３年６月１１日提出資料） 

（１－４）女川原子力発電所第２号機 サプレッションチェンバの耐震評価に

ついて（Ｏ２－他－Ｆ－１９－００３１＿改３） 

（１－５）Ⅵ－２－６－２－１ 制御棒の耐震性についての計算書（Ｏ２－工－

Ｂ－１９－００５１＿改４） 

（１－６）Ⅵ－５－７９ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・ＣＲ－Ｉ

Ｎ）（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００８６＿改０）（令和３年５月１４日提出資

料） 

（１－７）補足－６００－１６ 制御棒の挿入性評価について（Ｏ２－補－Ｅ－

０３－０６００－１６＿改４） 

（１－８）女川原子力発電所第２号機 制御棒の挿入性評価について（Ｏ２－他

－Ｆ－０１－００６７＿改０）（令和３年６月４日提出資料） 

（２－１）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（溢水防護）（Ｏ２－他

－Ｆ－０１－００５５＿改１） 

（２－２）Ⅵ－２－１０－２－７－２ 水密扉（溢水防護設備）の耐震性につい

ての計算書（Ｏ２－工－Ｂ－１９－０１８１＿改０） 

（２－３）Ⅵ－２－１０－２－１２ 堰の耐震性についての計算書（Ｏ２－工－

Ｂ－１９－０１８２＿改０） 

（２－４）Ⅵ－２－別添２－１ 溢水防護に係る施設の耐震計算の方針（Ｏ２－
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工－Ｂ－１９－０１８３＿改０） 

（２－５）先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ－２－別添２－１ 溢水防護

に係る施設の耐震計算の方針）（Ｏ２－他－Ｆ－１９－００３３＿改０） 

（２－６）Ⅵ－２－別添２－２ 溢水源としない耐震Ｂ，Ｃクラス機器の耐震性

についての計算書（Ｏ２－工－Ｂ－１９－０１８４＿改０） 

（２－７）Ⅵ－２－別添２－３ 溢水防護に関する施設の水平２方向及び鉛直

方向地震力の組合せに関する影響評価結果（Ｏ２－工－Ｂ－１９－０１

８５＿改０） 

（２－８）Ⅵ－２－別添２－４ 循環水系隔離システムの耐震性についての計

算書（Ｏ２－工－Ｂ－１９－０１８６＿改０） 

（２－９）Ⅵ－２－別添２－５ タービン補機冷却海水系隔離システムの耐震

性についての計算書（Ｏ２－工－Ｂ－１９－０１８７＿改０） 

（２－１０）Ⅵ－２－別添２－６ 逆流防止装置の耐震性についての計算書（Ｏ

２－工－Ｂ－１９－０１８８＿改０） 

（２－１１）Ⅵ－２－別添２－７ タービン補機冷却海水ポンプ吐出弁の耐震

性についての計算書（Ｏ２－工－Ｂ－１９－０１８９＿改０） 

（２－１２）Ⅵ－２－別添２－８ 復水器水室出入口弁の耐震性についての計

算書（Ｏ２－工－Ｂ－１９－０１９０＿改０） 

（２－１３）Ⅵ－３－別添３－３ 溢水への配慮が必要な施設の強度計算の方

針（Ｏ２－工－Ｂ－２０－０１３０＿改０） 

（２－１４）先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ－３－別添３－３ 溢水へ

の配慮が必要な施設の強度計算の方針）（Ｏ２－他－Ｆ－２０－０００４

＿改０） 

（２－１５）Ⅵ－３－別添３－４－１ 水密扉の強度計算書（溢水）（Ｏ２－工

－Ｂ－２０－０１３１＿改０） 

（２－１６）Ⅵ－３－別添３－４－２ 堰の強度計算書（Ｏ２－工－Ｂ－２０－

０１３２＿改０） 

（２－１７）Ⅵ－３－別添３－４－３ 逆流防止装置の強度計算書（Ｏ２－工－

Ｂ－２０－０１３３＿改０） 

（２－１８）Ⅵ－３－別添３－４－４ 貫通部止水処置の強度計算書（溢水）（Ｏ

２－工－Ｂ－２０－０１３４＿改０） 

（２－１９）補足－２２０－１ 発電用原子炉施設の溢水防護に関する補足説

明資料（Ｏ２－補－Ｅ－０１－０２２０－１＿改１） 

（２－２０）Ⅵ－５－２４ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・ＩＳＡ

Ｐ（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００３１＿改０）（令和３年２月２５日提出資

料） 
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（２－２１）Ⅵ－５－２５ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・ＮＸ Ｎ

ＡＳＴＲＡＮ（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００３２＿改０）（令和３年２月２

５日提出資料） 

（２－２２）Ⅵ－５－２６ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・ＳＡＰ

－Ⅴ（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００３３＿改０）（令和３年２月２５日提出

資料） 

（２－２３）Ⅵ－５－２７ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・ＳＯＬ

ＶＥＲ（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００３４＿改０）（令和３年２月２５日提

出資料） 

（２－２４）Ⅵ－５－４０ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・ＭＳＣ 

ＮＡＳＴＲＡＮ（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００４７＿改０）（令和３年２月

１８日提出資料） 

（２－２５）Ⅵ－５－５２ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・ＳＡＰ

－Ⅳ（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００５９＿改０）（令和３年２月２５日提出

資料） 

（２－２６）Ⅵ－５－６５ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・ＭＳＡ

Ｐ（配管）（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００７２＿改０）（令和３年２月２５日

提出資料） 

（２－２７）Ⅵ－５－６７ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・ＮＡＰ

Ｆ（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００７４＿改０）（令和３年２月２５日提出資

料） 

（２－２８）Ⅵ－５－７８ 計算機プログラム（解析コード）の概要 ・Ａｕｔ

ＯＰＩＰＥ（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００８５＿改０） 

（２－２９）Ⅵ－５ 計算機プログラム（解析コード）の概要（Ｏ２－工－Ｂ－

２２－０１００＿改１） 

 

以上 


